
平成２０年度 京都府立山城高等学校 学校経営計画（ｽｸｰﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾗﾝ （実施段階））

学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

・文武両道に基づく、自主自律の精神を ・本校教育改革の一環として高大連携や国際 ・文部科学省や京都府教育委員会の学力向上指定事業への取り組

育み、将来の国家社会の担い手として、 交流を推進し多くの実績を残すことができ みを通じて、生徒に確かな学力をつけ、その進路実現に努める。

たくましく生きる人材の育成を目指す。 た。 ・ 早起きすっきり、夢実現」の取り組みなど、基本的な生活習「

・創立 年を超える京都の伝統校とし ・文理総合科を立ち上げ、教育課程や補習な 慣の確立をとおして、健康なこころと身体を育む教育を進める。100
て、卒業生や地域に信頼されその期待に どを充実させ、軌道に乗せることができた。 ・特色ある高大連携や国際交流活動をすすめ、教育活動を活性化

応える、品格のある学校づくりを一層進 ・球技大会や山城祭等、特別教育活動におい させながら、生徒の学習意欲の向上を図る。

める。 て自主・自律の精神を培うことができた。 ・部活動や生徒の自主活動をすすめ、山城高校 世紀塾等で社会21
・生徒が自ら進路を切り拓くため、大学 ・授業を大切にする態度や、家庭学習の習慣 的視野を広めながら、時代を担うリーダーなど人材の育成に努め

との連携を視野に入れた、確かな学力を を養い 進路実績に繋がる指導が必要である る。、 。

保証する質の高い授業を展開する。 ・頭髪・服装・遅刻の防止に進捗が見られる ・学校説明会・公開授業・社会人講師の活用などにより地域や小

・人権と学ぶ権利が尊重される、共に学 が、教職員の共通理解と一致した指導を一層 ・中学校および ・同窓会との連携を図り、開かれた学校づくPTA
び合い、ロマンあふれる文化の花開く学 推進する必要がある。 りを一層進める。

校づくりを目指す。 ・聴覚障害教育の成果と課題を踏まえ、新た ・内外による学校評価に基づいて、教育活動の点検および改善を

・新設の文理総合科においては、英語力 な特別支援教育への対応を図る必要がある。 行い、学校経営計画にそった信頼される学校づくりを目指す。

を初めとする豊かなコミュニケーション ・食育や健康教育等を通して、生活習慣の確 ・文理総合科については、土曜補習等の充実により、学科の理念

能力を育てるなど、新しい教育理念の実 立を一層図ることが必要である。 を生かした課題解決型の学習を積極的に展開する。

現を図る。 ・ や同窓会との連携をはかり、伝統を ・インターネットの学校ホームページや各種ガイドブックの充実PTA
・教職員が一致団結し、常にプロ意識を 重んじ 地域に開かれた学校作りを推進する により、入試選抜制度の変更に対応したきめ細かな広報活動を行、 。

持って教育活動に専念できる働きがいの う。

ある学校づくりに努める。 ・聴覚障害教育を充実させ、生徒の進路実現を図ると共に、特別

支援教育の定着を進める。

評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 中間 期末 総 成果と課題
合

組織・運営 学校評議員等外部の評価・意 学校経営計画の公表 学校評議員・ＰＴＡ役員B B
見を聴取し、改善を図る 学校評議員・ＰＴＡに評価･意見を求めるためｱﾝｹｰﾄ等を実施 に対するアンケートを実C B

次年度に向けた改善点を明確化 施し、改善点を明確化しB B
役割分担を明確にし組織的な 経営方針・重点目標の理解 た。B B B

B B学校運営を図る 担任・教科担任間の連携及び分掌・教科間等の連携
B C各種会議の効率的運営
B B外部機関との連携

教育課程 課題整理と改善を行い、生徒 現状での課題を整理した教育課程の検討と実施 教科間の連携をさらに深B B
の全面的な発達を促進 生徒の進路実現に向けて教育課程を工夫 めたい。B B B

B C教科間の連携の強化
教科指導 基礎基本の充実と､ 興味･関心 基礎・基本の確立のため、補充や家庭学習の充実を図る 朝学習ﾌﾟﾘﾝﾄを用意し、基B B

の深化 定期的な課題を課し、確認テストなどの小テストを実施 礎学力の定着と意識付けB B
定期考査と日々の指導と効果的な関連付けを行う指導 を実施。B B B

B B表現力や鑑賞に係わる能力に 個に応じた指導方法の精選や計画的に題材を選び学力を向上
B Bついて学習指導を充実 創造力を全ての教科へ敷衍し、豊かな表現力を醸成

年はある程度できたが 年はこれからの取組と文理総合科教 文理総合科を核とした国際的 特別講座の英語によるプレゼンテーションの展開 B B 2 1
なる。推進部の業務内容の明確化、他分掌との連携育 ・現代的視野の育成 語学研修や国際交流によるコミュニケーション体験の実施 B B B
の緊密化、取組の全校化をすることが課題である。文理総合科の先進的教育を普通科に押し広げる取り組みを推進 C C

B A HR特別活動 生徒の自発的自主的な取り組 部活動への積極的参加を促す 適切に指導を実施。
みを推進 体育祭・文化祭等、学校行事に生徒の主体的活動を促す 委員会を通じ学校行事へA A A

自主的な自治会活動や 運営委員会の活性化を促す指導 の積極的参加を促進。HR A A
進路指導 進路希望の実現に向け、進路 各種補習ならびに３年間を見据えた補習計画の立案・実施 各学年毎に有効な指導をA B

選択能力の涵養と学力向上を 進路 、進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ、面談の系統的実施と進路情報の提供 実施。進路学習の更なるHR B B B
図る指導の充実 多様化する入試、就職状況に対応する情報の収集と提示 充実を計画中。B B

B B人間の生き方と関連づけ進路を考え目標をもたせる柔軟な指導
生徒指導 基本的生活習慣の確立と社会 集団の一員として規則の意味と内容を理解させ遵守させる指導 課題があるが継続的指導A B

的マナーの育成 身嗜みや生活態度、言葉使い、礼儀等社会的マナーの指導 を実施。B B B
B B携帯電話・自転車乗車のマナーや時間等を守らせる指導

社会的規範意識の高揚 問題行動に対する事前防止・事後継続指導の実施 随時適切に指導を実施。B B
B B B問題行動の早期発見の為、担任、関係機関との連携強化

。人権教育 個を大切にする教育の推進及 困難な条件の生徒の社会的自立を目指し進路保障の取組を推進 個人面談を適宜行い対応B B
LHR B Bび人権問題についての正しい 全校で「人権教育特設 」を計画し、実践的態度を育成

B B B理解を図り、他者を尊重する 生徒の実情と課題に応じた人権教育の在り方を追求
B B態度を培う 生徒と接する時間を確保し日常的な人権問題に気付かせる指導
B B人権学習を通し他人への思いやりや正義感の大切さを学ばせる

教科調べ学習の支援や検索方法の提示・情報教室のメディア・ 主体的な情報選択能力と、ﾓﾗﾙ 情報活用能力を高められるよう授業の展開の工夫 B C
開放を実施。委員会活動は例年より困難。生徒の読リテラシー ある表現力と情報活用能力の 図書や新聞の活用と読書意欲の向上や読書習慣の形成 B B
書量は二極化傾向。様々なイベントを実施し 図書（情報伝達処 育成 学習情報センターとしての学校図書館の計画的な利用の推進 A B B ,
に興味を高める指導を実施。理能力） 図書館・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教室の情報ｾﾝﾀｰとしての機能の向上 A B

国際理解教育 自文化理解に基づく他文化理 留学生や海外研修旅行時に自国文化の紹介を行う ﾏﾚｰｼｱへの海外研修を実施A A
。解の推進 外国の学校との交流や留学生の受入れを通じ他文化理解を推進 中国留学生の受入を準備A A A

、 。健康安全教育 健康安全教育の実施をはかり 生徒の健康課題に適した教育の充実 定期的に広報活動を実施B B
。心身ともに健全な生徒の育成 健康診断を通じて自らの健康を管理し、育成する能力を向上 来室者は減少傾向にあるB B

に努める 交通安全の啓発と安全に貢献できる能力と態度の育成 更に自己の健康管理能力B B B
保健だよりを中心とした広報活動の充実 の向上を図りたい。A A

環境教育 校内美化の推進と身近な環境 各教科での身近なところから地球環境を考える授業の展開 ポスター・コンクールなB B
問題に関心をもたせ、主体的 環境に優しい３ の推進する主体的な態度を育成する指導 どに取り組めた。R B B

C C Bに行動する態度や能力の育成 校内での問題を社会環境の問題と関連させ意識を高める指導
A A保健委員会を中心とした環境問題への取り組みを推進

特別支援教育 特別支援教育を円滑に推進 特別支援教育への理解を深め、校内体制を整備 特別支援学校との連携をB A
専門的な教育機能の向上 深めている。C C B

A A特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを中心に専門機関との連携を推進
聴覚障害教育 聴覚障害生徒への個に応じた 聴覚・補聴器・聴覚支援機器等の活用と管理 聴覚障害生徒のほぼ全てA A

支援と指導及び聴覚障害教育 学習課題への支援と進路実現に向けた関係機関との連携の強化 の授業について授業支援B B
についての啓発と環境の整備 全校生徒への聴覚障害への理解の促進と啓発的指導の推進 を行うことができた。B A B

B B聴覚障害教育推進にむけた分掌間の連携調整及び研修会の実施
研究・研修 研究・研修を通じ、資質能力 府総合教育センター研修の受講者数の増加 概ね達成できている。B C

B B Bの向上を図る 各分掌主管の教職員研修会をそれぞれ年１回以上実施
施設・設備の 施設・設備の安全管理 危険要因を回避するため学期に 回自主点検を実施 危険箇所の修理を随時実1 B B
整備・管理 教育環境の保全と安全の確保 課題発生時、各部と調整協議し早期対応を実施 施。B B B

B B校内緑化事業や校内美化を計画的に実施
文書・ 適正かつ円滑な処理の徹底 年１回保存期間を経過した文書の破棄・整理を実施 夏季に文書整理を実施。B B

B B B情報管理 文書等の管理を徹底
地域懇談会や の諸活動を通じ学校教育への理家庭・地域社 連携を密に保ち、相互の信頼 生徒の保護者との連携を常に意識し、協力関係を構築 B B PTA
解を得て、協力関係が構築されつつある。会との連携 に基づく協力関係を構築 活動を通じ、教育活動への親と学校の相互理解の深化PTA B B B

次年度への
課題
＊ 中間評価については、評価の中間欄にA～Dの記号をガイドラインをもってお答えください。

A：達成できている。 B：どちらかといえば達成できている。
C：どちらかというと達成できていない。 C：達成できていない。




